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カラス変の科學

燕萎濃度計　　’

　　例ゐ下山事件に一役買つた有加謝燦物件の一つにカ

　ラス饗の穗があつた．報道によれば『事件當日7月5日

　の午後6時すぎに，西新井の現場のアゼ道でカラス夢を

　摘んでいた下山氏らしい人物の目撃者は，中學2年隼の

　藤田さんはじめ他数名あり，その謹言がほぼ確實である
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　こと，総裁のぎケヅトからそのカラス饗～が爽見された

　ことが重大な一確謹とされた』とある．

　　たまたま事件とは勿論なんの關係もなく，私は生物學

　畑の友人M君からこの燕萎について興味ある事實を聞き

　自分で竜くわしく實験してみよう

　と思いたつて，當研究所をとりま　　　　（の

く一面の萎畑∫いも畑の路傍に，

實つた一粒の燕夢の種を求めてむ

だに歩いた電のだつた．

　　　◇　　　　◇　　　　◇

　筆：者が友人から教わつたのは，

燕萎が精巧な天然の灘度計である

ということだつた．だがこれは大

凡物理關係のテキストには書かれ

ていないし，ついでに本邦唯一の

專門書とある木谷要一氏の‘‘灘度

測定法”（昭17共立肚）をくつ

て見て竜見當らないニューフェイ

スだ．そのうえ毛髪の伸縮，木綿

繊維の獲熱等を利用した人工器械

にくらべなんとこれが當今流行の
　　　　　　　　　　　　ゴ
小型化　（miniatUreniZatiOn）　の

尖端を行く高感度電のであること

を知つてはまた驚くべきである

（第1圓）。

　圖の　は燕夢のノギで長さ

　勘V先づ伸縮の差を軸の涙哩動噂換し2cmに
　及ぶノギをそのまま指針に利用し指示を擁大し，極度の

　小型化に成功している黙である．

　　つまり，このノギは水に濡れたときちようど裏表二本

　の繊維の長さがそろい，a圖のように眞すぐに伸びきつ

　ているが，乾燥するとb圖のような涙れを生ずるととも

　に先端がほとんど直角にまで折れ曲る．そこで第2圖の

　ように，あらかじめ乾燥した一粒の夢をテーブルの端に

　おいて，ちよつと水で濡すと，プロペラの根元の振れは

　徐々にほぐれてまわり出し，5回ほども回韓するとよう

　やく伸びきつて止るのである，小供だましのようだが實

　験すると最初は全く感心させられる．（讃者も自ら試みら

　れよ）．その問の針（ノギ）先の移動距離は15cmにも

　及ぶ．言いかえればカラス萎が15cmのフルスケール1

　をもつ灘度計になつているのであη，見れば見るほど，

　　　　　　　　　　　巧妙に組立てられているのが不思

　　　　　　　　　　　議である．また昔うカタバミや藤
「∂ノ　　　　　　　　　の實が成熟するとポンと著を獲し

　　　　　　　　　　　て種子を弾き，ちらす機構を爽の

　　　　　　　　　　　乾燥によるものと教つたが，更め

　　　　　　　　　　　て小さな萎が身の丈ほど電ある長

　　　　　　　　　　　大なノギを意のママに繰るこの種

　　　　　　　　　　　の換ゆモーメントの強大さにも一・

　　　　　　　　　　　驚するのである．

　　　　　　　　　　　　　　◇　　　◇　　　◇

　　　　　　　　　　　　筆者は未だこれについて定量的

　　　　　　　　　　　測定を行つたわけではない，しか

　　　　　　　　　　　し海外ではよく生物學の分野で科

　　　　　　　　　　　用され，書物にも紹介されている

　　　　　　　　　　　と聞く．この島然産の回韓式灘度

　　　　　　　　　　　計の實相の紹介から設計上のビン

第1圖　（上）［a］灘つたカラス変，［b］乾い

たカラス変，第2圖（下）机の端に水でぬら
したカラス夢をおくと，見る間にフ㌔ペラの

ように針先は回韓を始める．生命あるものの
　　　　　　　　ごとく不氣味に，速かやに，また休みなく．

　　　　　　　　　　　　　　1～2cm　あり，その根も

とのところが灘氣に敏感な，伸縮性の二本の繊維の特殊

貼り合わせ構造となつている．これはバイメタル灘度計

の二枚貼リエレメントの着想と攣りなく，更ドー段役者

が上なのは市販の自記灘度計に見るぶざまな挺子装置を

トでも萬一得られたら望外の喜び

である．　　’

　それにつけ想われるのはあの大

雨の夜総裁のポケットの中で眞す

ぐに伸びきつていたであろうカラ

ス夢が，今ではどこか捜査本部の標本瓶の中あたりでカ

ラカラにひからびて，2形に曲つて事件解決を待つてい

るに違いないことである，（1949・8・11，物理・江口雅
彦）
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高周波多段増幅回路

の過渡特性め測定

　　内野俊治・森脇義雄　（電氣）

　最近テレビジョン，P．　T．　M，あるいはレーダーのよ

うに，インパルスを使う通信方式や測定器が非常に登達

してきた．これらのインパルスを檜幅する場合に，多くの
共振回路を有する中間周波櫓幅器を通過すると，複難な’

振幅及び位相のひずみを受けて波形が崩れてしまう．こ

れについては筆者の一人森脇が種々の回路について精密

な計算を行つて結果を出レているが，本研究はそれらの

結果を實験的に確かめ，更に計算が非常に面倒な他の多

くの回路について同様な特性を求めようとする電のであ

る．装置としては，所要の特性に調整された供試増幅器に

矩形波で攣調された搬逡波を加え，出力波形をブラウン

管で観察している．なお檜幅器の周波敷特性及び入力波

形出力波形の周波撒スペクトルは別に掃引獲振器と周波

数分析器とを使つて直覗するようになつている．現在の

ところ計算と實輸とがよく一致する午とが確められたの

で，更に他の種々の回路について，周波藪に封する出力

波形の建談特性の攣化，矩形波の幅に封する出力波形の

愛化2箇の矩形波の分離特性，回路定敷の影響等を測定
している．詳細はおつて獲表する豫定である。
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